
資料２ 

蕨市立病院の概要 
Ｈ２２．４．１現在 

正式名称 蕨市立病院 

設   立 昭和２７年８月２０日 

病 床 数 １３０床 （２階２５床、 ３階５３床、 ５階５２床） 

病床区分 全て一般病床 

 

診  療  体  制  Ｈ２２．４．１時点    （）内はＨ２０．４．１時点 

医師（常勤） １３人（１３人） 看護師等（10：1） ７１人（７３人） 常勤職員数 

１２８人 臨床検査技師 ８人（９人） 看護助手 ３人（３人） 

（１３４人） 臨床工学技士 ３人（３人） 放射線技師 ４人（７人） 

理学療法士 ２人（２人） 視能訓練士 １人（１人）  

H19.4.1時点 栄養士 ２人（２人） マッサージ師 ２人（２人） 

１４０人 薬剤師 ６人（７人） 事務職 １２人（１２人） 

常勤医師の 

内  訳 

内科５（４）、外科２（２）、整形外科０（０）、小児科２（２）、産婦人科３（３） 

眼科１（１）、放射線科０（１）、耳鼻咽喉科０（０） 

内科、外科、整形外科、小児科、産婦人科 
標  榜 外 来 

眼科、耳鼻咽喉科 （診療科 ７科） 

 

 

主な診療圏 

（外来患者） 

●市別外来患者数 

・蕨市（62％）、戸田市（4％）、川口市（24％）、さいたま市（10％） 

・蕨市内（55％）、蕨市外（45％） 

・1.5 ㎞未満（71％）、1.5 ㎞以上3.0 ㎞未満（17％）、3.0 ㎞以上（12％） 

●距離別、エリア別外来患者数構成比 

・1.5 ㎞未満 

東ｴﾘｱ（31％）、西ｴﾘｱ（20％）、南ｴﾘｱ（14％）、北ｴﾘｱ（35％） 

・1.5 ㎞以上 3.0 ㎞未満 

  東ｴﾘｱ（48％）、西ｴﾘｱ（21％）、南ｴﾘｱ（17％）、北ｴﾘｱ（14％） 

●距離別、エリア別来院患者率 

・1.5 ㎞未満 

東ｴﾘｱ（7.3％）、西ｴﾘｱ（12.5％）、南ｴﾘｱ（5.9％）、北ｴﾘｱ（9.8％） 

・1.5 ㎞以上 3.0 ㎞未満 

   東ｴﾘｱ（1.2％）、西ｴﾘｱ（0.8％）、南ｴﾘｱ（0.4％）、北ｴﾘｱ（0.4％） 

   ※来院患者率  各エリアの外来患者数を各エリアの人口で除した数値 

     ※外来患者数  平成１８年９月～１１月の３か月の平均値を活用 

 



来院患者 

構成 

●外来 

  ・蕨市 0 歳～14 歳（13％）、15 歳～64 歳（45％）、65 歳以上（42％） 

  ・全国 0 歳～14 歳（25％）、15 歳～64 歳（56％）、65 歳以上（19％） 

●入院 

  ・蕨市 0 歳～14 歳（2％）、15 歳～64 歳（46％）、65 歳以上（52％） 

  ・全国 0 歳～14 歳（7％）、15 歳～64 歳（36％）、65 歳以上（57％） 

   ※平成１９年１１月調査。全国平均値は、平成１７年度人口問題研究所人口統計より算出 

事業内容 【一般診療科目】 

内科、小児科、外科、整形外科（リハビリテーション科）、産婦人科、眼科、

耳鼻咽喉科、皮膚科、人工透析科 

※耳鼻咽喉科は、平成１７年１１月以降、整形外科は、平成２０年４月以降、常勤医師が不在のた

め、外来診療のみとなっている。 

【特別診療科目】 

乳腺（外科）、糖尿病、高血圧、呼吸器、循環器、血液、消化器（内科）、小

児神経心身症 

【午後外来診療科目】 

小児科   一般外来（火曜日除く月～金曜日） 

産婦人科  一般予約外来（火曜日を除く月～土曜日） 

【看護体制】 １０：１ 

【薬剤体制】 院内処方(一部、院外処方適用) 

【健診受託事業】 蕨市成人健診センター（人間ドック） 

【出張診療】    特別養護老人ホーム「蕨サンクチュアリ」 

●業務委託の推進状況 

・清掃委託 

・警備、事務、当直等委託 

・受水槽等清掃委託、 

・中央滅菌材料室、洗濯室業務委

託 

・自転車管理業務委託 

・医療事務業務委託 

・調理業務委託 

・産業廃棄物処分業務委託 

・樹木等管理委託 

・受電設備清掃委託 

・文書等保管委託 など 

●臨床検査委託の推進状況 

・生化学等各種検査委託 

・放射線測定委託 

・作業環境測定委託 

・羊水細胞染色体検査委託 

・簡易専用水道検査委託 

・母体血清マーカーテスト 

(クアトロテスト)検査委託 

・肺炎球菌高原検査委託 など 

 

 

アウト 

ソーシング 

●機器・設備保守委託の推進状況 

・オーダリングシステム保守管理委託 

・医事会計システム保守管理委託 

・駐車場保守管理委託 など 

 


